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本稿の構成は次のとおりである。第 1 節でウズベク語の動詞形態論について述べ、第 2
節で-(i)b 副動詞の機能について記述のある先行研究 2 点について検討する。第 3 節で調査











                                                        
1 チュルク語の 1 種。主にウズベキスタン共和国内で話される。話者数は約 1660 万人。東方またはチャガ
タイと呼ばれる言語グループに属する。子音音素は 36 個、母音音素は 6 個。SOV 語順である。1940 年に
キリル文字正書法が制定された。母音調和は行われない(庄垣内 1988: 829 要約)。1993 年に新ラテン文字正
書法が制定された(Boeschoten 1998: 357-8)。 
2 ウズベク語のキリル文字正書法に対応する転写文字を以下に示す。А=a, Б=b, В=w, Г=g, Д=d, Е=語頭 ye
語中 e, Ё=yɔ, Ж=ž, З=z, И=i, Й=y, К=k, Л=l, М=m, Н=n, О=ɔ, П=p, Р=r, С=s, Т=t, У=u, Ф=f, Х=x, Ц=ts, Ч=č, 
Ш=š, Ъ=ʔ, Ь=なし, Э=e(語頭のみ), Ю=yu, Я=ya, Ў=o, Қ=q, Ғ=ɣ, Ҳ=h(庄垣内 1988: 829 一部改変)。庄垣内
(1988: 829)では Е=e、Э=e となっていたが、語頭で Е と Э の対立がある(語中には Э は現れない)ため、この
ような表記を採用する。なお、ロシア語からの借用語の О は、o と表記する。 
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ている。さらに-a/ -y 副動詞と-(i)b 副動詞には、複合動詞を形成する機能もある(Gabain 1945: 
99, 121-8, Ibrahim 1995)。 
 
表 2: 副動詞接辞 
意味 「し続けて」 「して」 「してから」 「するために」 「するまで」 
形式 -a/ -y -(i)b -Gač -Gani -Gali -Gunča/ -Ganča 
(Kononov 1960: 239-45、Gabain 1945: 97-102 を基に筆者作成) 
 
2. 先行研究 










(1) Ular yana yarim sɔat  išla-b,   ketman-lar-i-ni   yelka-ga   qoy-ib, 
they again half  time  work-CVB hoe-PL-3.POSS-ACC  shoulder-DAT put-CVB 
 






この場合、-(i)b 副動詞は副動詞の後に続く動詞形式を短くする(в этом случае деепр. на 
ウズベク語の-(i)b 副動詞の機能について 
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-(и)б сокращает последующую глагольную форму)(Kononov 1960: 241)。 
 




(3) Počča-m       men-ga erkala-b   qarši  ɔl-di-ø.   (Kononov 1960: 241) 








Bodrogligeti(2003: 580-2)では、-(i)b 副動詞は、2 つの統語的機能(Syntactic Function)を持つ
との記述がある(その他の機能については Bodrogligeti 2003: 582-8 を参照されたい)。一つは、
副詞的機能であり、もう一つは、連結的機能である。 




表 3: Bodrogligeti(2003: 580-2)による-(i)b 副動詞の統語的機能の説明 
 副詞的機能 連結的機能 
位置 主動詞に先行 記述なし 
時間 以前、同時 連続、同時 
上記以外の特徴 主動詞の動作に対して二次的 同じ統語的機能を持つ動詞と同等 
例文 (4) (5) 
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(4) 副詞的機能 
Murɔdžɔn Azizɔw  bɔšliq-ning  qɔwɔq+tumšuɣi ɔsil-gan-i-ni  kor-ib    
NAME       superior-GEN upset-PTCP-3.SG.POSS-ACC   see-CVB 
 
taraddudlan-ib  qɔl-di-ø.                 (Bodrogligeti 2003: 581) 
hesitate-CVB   remain-PAST-3.SG 





Murɔdžɔn gugurt  čaq-ib   wklyučatel-ni  tɔp-di-ø.    (Bodrogligeti 2003: 582) 
NAME   match  strike-CVB switch-ACC   find-PAST-3.SG 







































を見せ、以下の①と②の質問をした。以下から調査文の例文番号は[  ]で示す。 
調査に用いるウズベク語文は、Bodrogligeti(2003: 581-2)の 14 例([1]~[8]は「副詞的機能」、
[9]~[14]は「連結的機能」を持つ用例)と自作コーパス3から得られた 20 例([15]~[34]4)、計 34
例である。なお、複合動詞を形成している場合は調査対象に含んでいない5。 
 
① -(i)b 副動詞を他の形式に置き換えるとしたら、どのような形式を用いるのか。 








合、最も高い “4” を付している。副動詞の動作や「同時性」についての考察は次節で行う。 
次に、表 4 の各項目について説明する。 
 
 
                                                        
3 自作コーパスの概要と用例抽出法は次の通りである。自作コーパスは 2011 年 1 月 5 日から 31 日、6 月 1
日から 9 月 10 日までの約 4 か月分の BBC uzbek(http://www.bbc.co.uk/uzbek/(2012/9/20))のニュース記事で構
成されている。このデータから EmEditor(テキストエディタ)を用いて用例を抽出した。今回の調査で用い
たデータは、抽出された用例を日付が古いほうから新しいほうへ並べたうちの、冒頭 20 例を対象とする。 
4 用例末尾の括弧に(用例採集年月: ファイル内の行数)という情報を付しておく。 
5 § 3.2.1.1. の[24]における定動詞 tuš-ib  bɔr-a-di. [desend-CVB go-NPST-3.SG]「下がっていく」が複合動詞であ
る。詳しくは Ibrahim(1995)を参照されたい。 
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①置換                  ②分割 
 GDS ＝ -gan-dan song 「した後に」    WA  ＝ wa [and] 
 G   ＝ -gač     「してから」    Y   ＝ =(y)u [and] 
 GU  ＝ -gan učun   「したために」   S   ＝ songra [after] 




表 4: 分類一覧 












－ － － － － ＋ － [4] 
－ － － － － － － [8][28] 
－ － － － ＋ ＋ － [17] 
－ － － － ＋ － － [24] 
結果 
状態 
－ － － － － － － 
3 
[5][10] 







－ － － － ＋ － － 
2 
[19][33] 
－ － － － ＋ ＋ － [20][25] 
－ － － － ＋ － ＋ [30] 






－ － ＋ ＋ － － － 
1 
[1] 
－ － ＋ － ＋ － － [11] 
＋ － ＋ － ＋ ＋ － [12] 
＋ ＋ ＋ － ＋ － － [26] 
＋ ＋ ＋ － ＋ － ＋ [34] 
前
後 
＋ ＋ － － ＋ ＋ ＋ 
[2][9][13] 
[14][21][27] 
＋ ＋ － － ＋ ＋ － [3] 
＋ ＋ － － ＋ － － [23] 
＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ [15][29] 
＋ ＋ － － ＋ － ＋ [22] 
＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ [32] 
 
3.2. 考察 

















[24] qanča   kop  miqdɔr-da  gaz xarid qil-ib, sɔt-sa-k,    u-ning  narx-i 
how.much many amount-LOC gas buy-CVB  sell-COND-1.PL they-GEN price-3.SG.POSS 
 
šu-nga   qara-b   tuš-ib    bɔr-a-di.           (2011/01/07: 210) 
that-DAT  look-CVB  desend-CVB  go-NPST-3.SG 
「我々が大量にガスを購入して売れば、その価格はそれによって下がっていく。」 
 







[28] ozbekistɔn-da  ɔdam-lar  bir ɔy-da   bir marta gošt  ɔl-ib  
Uzbekistan-LOC people-PL one month-LOC one time  meat take-CVB 
 
yey-iš-ma-y-di,   bun-ga  qanday munɔsabat bildir-a-siz?   (2011/01/10: 216) 
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[18] misɔl  učun,  ozbekistɔn-dan rɔssiya-ga awtɔmɔbil sɔt-iš  anča 
example because NAME-ABL   NAME-DAT car    sell-VN  much 
 
yaxšila-n-ib,   11 fɔiz-ga   os-di-ø.             (2011/01/06: 75) 










§ 3.2.2.1. で-(i)b 副動詞が他形式に「置換不可」である用例について、§ 3.2.2.2. で他形式







[31] … qačɔn  dawlat kel-ib,   men-ga  qol-im-ga     iš   tut-qaz-ib 
when  luck  come-CVB 1.SG-DAT  hand-1.SG.POSS-DAT work grasp-CAUS-CVB 
 










は GU = -gan učun「したために」と置き換えられるため、表 4 では[12]を「原因」としてい
ウズベク語の-(i)b 副動詞の機能について 
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る。この場合、副動詞節で表される動作 Mirwɔqilɔw-ning bɔš-i tars yɔr-il-ib「ミルバキロフの
頭がバンと割れて」が起こった時点で、定動詞節で表される「死ぬ」という事態が起こる。 
 
[12] Mirwɔqilɔw-ning  bɔš-i     tars yɔr-il-ib,    oša zahɔti-yɔq 
NAME-GEN    head-3.SG.POSS ONO crack-PASS-CVB right.then-EMPH 
 
ol-ib-di.                         (Bodrogligeti 2003: 582) 
die-IPST-3.SG 









ついて、次の 5 つを挙げる。 
  用例 
① 副動詞が副詞化している場合 (本稿では省略) 
② 副動詞と定動詞の間に語や形態素が入らない場合 [28] 
③ 副動詞と定動詞が対になっている場合 [24] 
④ 副動詞が表す動作が未完了である場合 [18][24][28] 
⑤ 副動詞と定動詞を一まとめにする要素がある場合 [18] 
 
次に①～⑤と各用例を対応させた表 5 を挙げる。なお、下線は 2 つ以上の要因に該当す
る用例を、斜体は本稿で挙げた用例を示している。 
 
表 5: 同時性を高める要因とそれに対応する用例 
  用例 同時性 
① 副詞化 [6][7] 4 
② 語・形態素入らない [28] 4 
③ 対を成す 
対義語 [24] 4 










斜格項共有 [33] 2 


























+ 複合語／- 接辞境界／= 接語境界／1, 2, 3 各 1, 2, 3 人称／ABL (ablative) 奪格／ACC (accusative) 対格／
CAUS (causative) 使役／COND (conditional) 条件／CONT (continuative) 継続／CVB (converb) 副動詞／DAT 
(dative) 与格／EMPH (emphatic) 強調／GEN (genitive) 属格／IPST (indirect past) 間接過去／LOC (locative) 位格
／NAME (proper name) 固有名詞／NEG (negative) 否定／NPST (non-past) 非過去／ONO (onomatopoeia) オノマ
トペ／PASS (passive) 受身／PAST (past) 過去／PL (plural) 複数／POSS (possessive) 所有／PTCP (participle) 形動
詞／RECP (reciprocal) 相互／SG (singular) 単数／VN (verbal noun) 動名詞 
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